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めることの重要性が強く認識されるようになった。
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ローバル化の新たな局面が浮き彫りになった。
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　これまでに述べたように、技術革新や急速な普及により
競争力の鍵を握る分野がインフラや車両といったハード
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性化、個人の多様性を活かすことができる豊かな社会づく

4. 今後の取り組み

り、といった大きな目標を達成するための手段として総合
的に捉える必要がある。
　すなわち、進化を続けるITS技術を駆使して新たな価値
を生み出すことによって豊かな社会づくりに貢献し、従来
の事業領域を超えたビジネスを創出するチャンスと捉えな
ければならない。
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まとめ：ITS世界会議が始まって、2013年で20年目になる。ITS世界会議は年々回を重
ねるごとに内容が広がり、参加者にとって会議の全貌をつかむのは大変である。そこで、
ITS世界会議の基本構成を知っていただくと、概要がつかめ会議に参加し易くなる。この
ような視点から、特集Ⅰ−①「ITS世界会議はこんな会議」として一般的概要を示し、次に
特集Ⅰ−②「第20回ITS世界会議東京2013」で具体的内容を紹介する。また特集Ⅱ「社会
還元加速プロジェクト、及びITS Japan新交通物流特別委員会の取り組み」を紹介する。

　ITS世界会議は、欧州、米州、アジア太平洋地域の世界
3地域のITS団体が毎年共同で開催する国際会議である。
その要点をまとめると下記のようになる。

・世界3地域を代表するITS団体が毎年共同で持回りで
開催される。

・世界の3地域から産官学が参加する唯一大規模なITS
国際会議である。

・毎年、50カ国以上、3,000〜6,000人が参加する。

　長い歴史と実績を積み上げているITS世界会議は近年ま
すます内容が膨らむ傾向にあり、初めて参加すると内容が

・開会式は、欧米アジアから大臣級の代表者が登壇し行
われる世界会議キックオフのメインイベントである。

・近年では開会式で功労者表彰などが行われ、プログラ
ム内容は主催者や理事会で決定される。多数の挨拶が
続き出席者が疲れるので、途中にエンターテイメント
で気分転換を図るなどの演出が挟まれる。

・閉会式は、世界会議閉会にあたり主催者から期間中の
総括や優秀論文表彰等のセレモニーが行われる。次回
以降の世界会議に橋渡しするセレモニーである。ここ
で主催者がどのような総括をするかがポイントであ
る。総参加者数、参加国等の会議結果のデータが公表
される。次回の世界会議開催者に、世界会議シンボル
の地球儀がパッシング・ザ・グローブセレモニーによ
り手渡される。次回開催の挨拶やPRビデオが流され
て閉会となる。

① 全体会議（プレナリーセッション、PL）
・PLは主要国・地域による世界共通の課題に対して、政

策、技術、市場動向等幅広い視点から発表や論議が行
われる基調講演である。世界のITS動向が大所高所か
らつかめる。登壇者の立場、経験を背景にしたITSオ
ピニオンを理解する事がポイントである。PL1、PL2、
PL3のように複数のPLセッションが設定される。世
界のITS動向がつかめ参考になる。開会式、閉会式に
合わせて行われる場合もある。

1. ITS世界会議とは

2. ITS世界会議の基本構成

1） 開会式（オープニングセレモニー）、閉会式
（クロージングセレモニー）

2） セッション

Ⅰ−①　 ITS世界会議はこんな会議

・専門家会議（セッション）、展示会、テクニカルショーケー
ス等幅広いITSの内容が4〜5日に渡って実施される。

・ITSを中心に技術開発、政策、市場動向等、幅広い視
点から様々な論議と情報交換が実施される。

・最先端のITSについて総合的に理解・体験できる機会
である。

・移動交通分野における諸問題を解決し、ビジネスチャ
ンスを創出する機会である。

開会式演出（ウィーン）

閉会式（ウィーン）

開会式演出（ストックホルム）

開会式演出（ウィーン）

多岐にわたり全貌をつかむのが難しい。そこで、世界会議
の基本構成を理解すれば、世界会議に効率よく参加でき

ITSの理解が深まるので、以下に基本構成を紹介する。
　ITS世界会議の基本構成は下記のように多岐に渡ってい
る。これらの全容については、毎年6月頃に発行されるプ
レリミナリ・プログラムに世界会議のほぼ全容が記載され
ているので参加計画を作るのに役立つ。また、会議登録者
には、配布バッグにファイナルプログラムが入っており、
さらに会議期間中の正確な情報となる。

② エグゼクティブセッション（ES）
・ESは、大学、政府、企業の主導的な立場にある人々が

登壇し、世界的な視野からITS普及促進のフェーズに
基づくテーマについて発表・討議を行うパネルディス
カッション形式の会議である。

・ESは、期間中数多く行われる。2012年ウィーンのITS
世界会議の例では、ES1からES12まであった。

③スペシャルインタレストセッション（SISまたはSS）
・SISまたはSSは、大学、政府、企業等のプロジェクト

実行責任者クラスが登壇し、欧州、米州、アジア太平
洋地域の各地域の視点から、テーマを絞って発表・討
議を行うパネルディスカッション形式の会議である。
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SSのテーマは各地域から提案され、多くのセッション
が併行で行われる。ESよりセッション数が多い。ES
が政策的な視点であるのに対して、SSはさらにテーマ
を絞ってプロジェクト実行責任者クラスが発表するの
で、具体的にITS内容をつかむことができる。

・2012年ウィーンのITS世界会議の例では、SIS01から
SIS86まであった。

④テクニカル /サイエンティフィックセッション（TS

（SP/TP））
・セッションには、テクニカル（技術）論文およびサイエ

ンティフィック（学術）論文が含まれる。論文はいず
れも査読審査プロセスを経て採択されたものである。
サイエンティフィック論文は、要求論文ページも多く
学位取得時の実績に使われることもある。

・ペーパートピックスが国際プログラム委員会により定
められているので、このペーパートピックスに従って
論文が振り分けられる。しかし、応募数が少ないカテ
ゴリーは他のスロットに合流する場合もあるので、参
加に際して論文タイトルや発表者をよく見定めること
が重要である。

・近年ではTP、SP合わせて、欧米アジア太平洋地域か
ら800~1,000編の論文が投稿される。採択された論文
は、プログラム委員会により、テーマ毎に発表時間、
場所が決められる。

　参加者は、自分のテーマに従ったスロットに行って発
表を聞くことになるので、あらかじめ計画を立てて聴
講することが重要である。また発表者には発表準備室
があり、事前準備が行える。

・2012年ウィーンのITS世界会議の例では、TS118まで
スロットがあった。それぞれのスロットでは4〜5編
の技術発表が行われた。

⑤ インタラクティブセッション（IS）
・ISは、発表者による短いプレゼンテーションの後、ポス

ターを利用してその前で発表者と聴き手が直接双方向（イ
ンタラクティブ）に対話することを通して議論を深めるこ
とができる、いわゆるポスターセッションである。テク
ニカル論文もサイエンティフィック論文の両方が発表さ
れる。2004年愛知・名古屋会議から採用されたセッショ
ンの形式で、近年の世界会議で普及・定着している。

・2012年ウィーンのITS世界会議では、IS01からIS06まで
あった。

4）ショーケースデモンストレーション

・ショーケースとデモンストレーションは、多くの世界
会議ではデモンストレーションとして用語が使われる
ことが多い。ウィーン会議でもデモンストレーション
として設定されていた。日本ではショーケースと合わ
せて用いられる。

・これはテクニカルビジットとともに、世界会議のセッ
ション、展示会と並ぶ重要なコンポーネントである。
展示会は、会場内に限定されて開催されるのに対し
て、テクニカルビジット、ショーケース・デモンスト
レーションは、会場外のフィールドを舞台とした「展
示会」と位置づけることができる。最先端のITSシス
テムについて実際に試乗したり体験・見学することが
でき、ITSを理解することができる。

5）テクニカルビジット

・従来テクニカルビジットやテクニカルツアーは、開
催地域によって呼び方が様々であったが、ERTICO、
ITS America、ITS Japanの3極でのCEO会議にて、
2013年東京で開催するITS世界会議より『テクニカル

6）ソーシャルイベント

・主催者の趣向を凝らした演出を楽しむとともに、ITS関
係者や同伴者、家族等の参加者が親交を深めることが
できる貴重な場となる。ウエルカムレセプション、ガ
ラディナーがある。

・ウエルカムレセプションは、オープニングセレモニー
終了後にロビーやホワイエを使って行われる初日の交
流会である。

・ガラディナーはその名の通り、交流夕食会であり主催
国の名の通った場所での夕食会である。多くの場合着
席の夕食会であるが、立席の場合もある。有料であ
り事前登録の参加券が必要である。食事中は舞台等で
ショウが行われいわばディナーショウである。また、
参加者も参加できる演出もあり楽しめる。

・2012年ウィーン大会のガラディナーは王宮で、オーケ
ストラのワルツを聞きながら着席でディナーを楽しみ、
ワルツダンスも踊られた。途中から参加者もダンスを
することができた。

展示会会場（ウィーン） デモ会場（ウィーン）

テクニカルビジット（ウィーン）展示会交流風景（ウィーン）

3）展示会

・展示会は広いホール内に、ITS関連技術、商品、シス
テム、サービス等について、国 / 地域、団体、企業、
大学関係、ITS組織等がブース毎に展示される。最先
端のITSを実際に見て体験する事ができる。

・展示会場には、ステージやプレゼンコーナーを設けて
ITSシステムについてプレゼンすることもある。

・展示会場にはブロードバンドやインターネットへの対
応がネットカフェとして設定され、ICTを駆使した展
示会が企画される。

・近年では、出展数が200〜300の企業・団体数となって
おり、出展数が多いので計画的に見学しないと全貌を
つかむのが難しいほどである。

・オープニングセレモニーにリンクして、展示会場開会
式が行われ、テープカット・セレモニーが行われる。

テクニカルセッションプレナリーセッション

インタラクティブセッション また、日本館の開会式など会場の中でのイベントが行
われることが多い。それぞれの展示ブースでは、期間
中に出展者が独自の交流会を催すことが多い。

ビジット』に統一することになった。
・テクニカルビジットは、交通管制センター、道路管理

センター等ITSに関係する施設訪問し実際のITSの基
盤施設を見学するものである。ITS関係施設を直接見
学する事により、ITSの実際の運用状況について理解
を深めていただく。
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　ITS世界会議は歴史が積み上げられている。第1回世界
会議は1994年にフランスのパリで開催された。第1回ITS
世界会議は、ITSと統一された呼び名ではなく、第2回の
1995年ITS世界会議横浜からITS世界会議と統一された。
その後日本では、2004年愛知・名古屋（第11回）で開催さ
れ、2013年東京会議で日本開催3回目、20回目となる。第
1回目のパリ会議の準備段階や米国でのITSアメリカ年次
総会の時代から数えると20年以上の歴史がある世界会議

・ITS世界会議は、開催の約4年前に世界会議理事会で
開催地が決定され、その後、全体企画、プログラム内
容、国内外へのPR、開催期間中の運用等々の具体化
が図られる。その間に多くの知恵が企画に結集される
大変内容の濃い世界会議である。

・基本的には主催国の組織委員会が企画するが、開催ま
でに何度か欧米アジア太平洋地域3極のITS世界会議
理事会、プログラム委員会、個別会議等で内容検討が
行われる。

・特にエグゼクティブセッション、スペシャルセッショ
ンのテーマおよび登壇者の調整、論文発表の部屋割
り、モデレータの決定、テクニカルビジットの決定
等、多くの決定が必要でありITS関係者の総力により
生み出される世界会議である。

・ITS世界会議は学会とは違い、ITSに関係する政府関
係者、自治体行政関係者、大学の先生や学生、企業関
係者、一般市民等多様な方々が参加する。企業関係者
も、自動車、部品、情報通信、電気、材料関係等多岐

3. ITS世界会議は20年以上の歴史実績のある国際会議

4. ITS世界会議は長い準備期間をかけて企画される国際会議

5. 各国/地域から参加者が集う

である。
　このように ITS の個別技術開発が中心となったファー
ストステージでは、世界の ITS 技術動向を知る機会とな
り、その後ITSの進化とともにセカンドステージでは、渋
滞・事故・地球温暖化など「安全・環境・利便」に貢献す
るITSサービスが論議される場となった。そしてさらに時
代が進み、東日本大震災、高齢化、街づくり等様々なニー
ズに応えるための次世代ITSを幅広く模索する時代へと進

・世界会議には、産官学のVIP級参加者、産官学からの
多様な一般参加者、また市民参加者等がある。また企
業・団体等の展示会、最大では1000編近くの論文発
表の運用、テクニカルビジット、ショーケース、デモ
ンストレーション等実際にITS現場を見る体験企画、
プレ/ポストツアーなど隣接するイベント、ガラディ
ナーなどのソーシャルイベントの実施等幅の広い多彩
な内容となっている。

・世界会議は、このように長い期間かけて準備されてき
た内容豊富な会議であり、これに参加することによっ
て最新のITS技術、ITSの実際の活用例、今後の方向
等が一度につかめ、有益な国際会議である。ITSに関
係する方は必ず出なくてはならない会議と言えよう。

に渡っており、ITSの分野の広さが実感できる。この
ように様々なジャンルの参加者が参加することはITS
の幅の広さを意味している。ITS関係者にとっては、
他の地域で取り組むITSについて知ることができる。

9）その他のイベント

・アンセラリー・イベントとも言われ、世界中のITS関
係者が集まる世界会議の前後を利用して、専門家団体
やプロジェクト関係者によって行われる、会議やワー
クショップである。

8）ゲストツアー

・ゲストツアーは、参加者、会議登録者の同伴者が会議
期間中に開催国の観光やその他の見どころに行く企画
である。アカンパニーパーソンズツアーとも呼ばれ
る。観光、体験、文化的な内容などが幅広く設定され
ている、“おもてなし”ツアーである。

王宮のガラディナー風景（ウィーン）

ITS APフォーラム ITS世界会議

1 1996  東京（新宿）
2 1997  ケアンズ

3 1999  クアラルンプール
4 2000  北京

5 2002  ソウル
6 2003  台北

7 2005  ニューデリー
8 2006  香港

9 2008  シンガポール
10 2009  バンコク

11 2011  高雄
12 2012  クアラルンプール

13 2014  オークランド

１ 1994  パリ

３ 1996  オーランド
４ 1997  ベルリン

５ 1998  ソウル
６ 1999  トロント

７ 2000  トリノ
８ 2001  シドニー

９ 2002  シカゴ
10 2003  マドリッド

12 2005  サンフランシスコ
13 2006  ロンドン

14 2007  北京
15 2008  ニューヨーク
16 2009  ストックホルム
17 2010  釜山
18 2011  オーランド
19 2012  ウィーン

20 2013  東京

11 2004  愛知・名古屋

２ 1995  横浜

21 2014  デトロイト
22 2015  ボルドー

23 2016  メルボルン

んでいる。
　ITS世界会議に向けて、最新のITSについて検討が進め
られ、主催国内に影響を与えると同時に参加国/地域全体

のITS施策にも影響力を持つ国際会議に成長している。こ
のため参加国/地域は年々増えており最新のITSの全貌を
知るのに絶好の場となっている。

第 1 回 1994 年パリ 第 2 回 1995 年横浜 第 11 回 2004 年愛知・名古屋

7）プレ /ポストツアー

・ITS世界会議の前後に隣接して設定されるツアーであ
る。プリコングレス・ツアー、ポストコングレス・ツ
アーと呼ばれ、主として会場以外の地域を見学するも
ので、技術的要素の強い内容や、観光的な内容まで主
催者と関係者が協力して企画する。

・せっかく世界会議に参加していただく機会を利用し
て、ITSの広がりやその国や地域について幅広く知っ
ていただこうという狙いである。
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王宮のガラディナー風景（ウィーン）

ITS APフォーラム ITS世界会議

1 1996  東京（新宿）
2 1997  ケアンズ

3 1999  クアラルンプール
4 2000  北京

5 2002  ソウル
6 2003  台北

7 2005  ニューデリー
8 2006  香港

9 2008  シンガポール
10 2009  バンコク

11 2011  高雄
12 2012  クアラルンプール

13 2014  オークランド

１ 1994  パリ

３ 1996  オーランド
４ 1997  ベルリン

５ 1998  ソウル
６ 1999  トロント

７ 2000  トリノ
８ 2001  シドニー

９ 2002  シカゴ
10 2003  マドリッド

12 2005  サンフランシスコ
13 2006  ロンドン

14 2007  北京
15 2008  ニューヨーク
16 2009  ストックホルム
17 2010  釜山
18 2011  オーランド
19 2012  ウィーン

20 2013  東京

11 2004  愛知・名古屋

２ 1995  横浜

21 2014  デトロイト
22 2015  ボルドー

23 2016  メルボルン

んでいる。
　ITS世界会議に向けて、最新のITSについて検討が進め
られ、主催国内に影響を与えると同時に参加国/地域全体

のITS施策にも影響力を持つ国際会議に成長している。こ
のため参加国/地域は年々増えており最新のITSの全貌を
知るのに絶好の場となっている。

第 1 回 1994 年パリ 第 2 回 1995 年横浜 第 11 回 2004 年愛知・名古屋

7）プレ /ポストツアー

・ITS世界会議の前後に隣接して設定されるツアーであ
る。プリコングレス・ツアー、ポストコングレス・ツ
アーと呼ばれ、主として会場以外の地域を見学するも
ので、技術的要素の強い内容や、観光的な内容まで主
催者と関係者が協力して企画する。

・せっかく世界会議に参加していただく機会を利用し
て、ITSの広がりやその国や地域について幅広く知っ
ていただこうという狙いである。
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2） VIPクラスが参加する世界会議

・第19回の2012年ウィーンにおけるITS世界会議では、
主催国を代表してオーストリア交通技術省大臣Doris 
Bures女史が出席された。日本からも国土交通大臣政
務官若井康彦氏が出席された。またアジアから、イン
ドネシア運輸省副大臣が登壇され、この他の国/地域
からも要人が参加された。第18回2011年オーランド
のITS世界会議では、米国運輸省長官LaHood氏、日
本からは、経済産業省大臣官房審議官黒田篤郎氏が参
加されている。

・近年では、東欧、中南米アメリカ、アジア太平洋地域
など広域に ITS が拡大しており、交通政策に ITS を
取り込もうとする動きが活発であり、ITS世界会議に
VIPクラスの参加が増える傾向にある。特にアジアで
は、経済成長が著しく自動車が伸び交通問題も政策課
題となっており、ITSへの関心も高くなっているため、

3） 多様な参加者の世界会議

・ITS世界会議の参加者は、VIPクラスばかりではない。
各国/地域の行政関係者、自治体の実務担当者、大学
の先生方、学生、民間企業のVIPクラス、実務担当者
が参加する。近年では、更なるITSの普及啓発を目指
して一般市民の参加を促す活動も増えている。

・例えば、2004年ITS世界会議愛知・名古屋では、市民
参加を掲げて土日まで世界会議を延長開催し、市民に
ITS世界会議に参加する機会を設定した。ウィーンで
もこのような考え方が入っており、市民がITS展示を
見学する日を設定していた。

1）欧州・米州・アジア太平洋地域の連携

・ITS世界会議は、欧州、米国、アジア太平洋地域の
各地域持ち回りで開催されている。近年では、ITS
が情報通信技術の進展と相まって、様々なサービス
を生み出し、毎日の移動（モビリティ）に影響を与
えるツールとなっており、世界会議での各国/地域
の取り組みが参考になるようになってきた。ITS世
界会議へ参加し情報交換する意義が認識され、参加
者が増えている。

・欧州では、ITSチェコ、ITSロシア、ITSルーマニ
ア等ITSが東欧に広がりITS組織の設立が増えてい
る。また米州では、中央アメリカ、南アメリカで

2）アジア太平洋地域の連携の状況

・アジア太平洋地域では、1996年よりアジア太平洋地域
フォーラム（当初の呼称はセミナー）にて連携が図ら
れている。またこの他に、2010年には、ITS組織化し
た12の国地域がITS Asia-Pacificとして覚書を締結し
新しい組織連携が始まった。

6. 国際活動の広がりを体感する世界会議

ITSメキシコ、ITSコロンビア、ITSチリ、ITSブ
ラジル、ITSアルゼンチンなどのITS組織の設立が
広がっており、南北アメリカ州として連携する動き
となっている。

・また、アジア太平洋地域では、経済成長の伸び、自
動車の増加、都市化の拡大など交通への影響が大き
く、ITS組織を設立し積極的に政策にITSを取り込
む動きが活発である。このような動きの中で、ITS
世界会議に大臣級を送りITSの取り込みや国際交流
をする動きが目立つ。

・このようにITS世界会議では、欧州、米州、アジア
太平洋地域に広がるITSの国際連携の現状をつかむ
ことができる。

ITS AP 理事会

ITS 組織設立の国 / 地域

ITS AP MOUVIP 挨拶

ITS世界会議にて情報収集や交流を図る動きが活発で
ある。

・このようにITS世界会議は、欧州、米州、アジア太平
洋地域の各国/地域の国を代表するVIPクラスの多く
の要人が参加する国際会議である。

・ITS 世界会議と ITS AP フォーラムは連動しており、
アジアの組織連携は欧米にも影響力を与えている。世
界会議では、アジアからの参加者も多く、アジアの
ITS事情、交通事情、自動車事情、インフラ事情を知
るのには良い機会となっている。関係者と交流する事
により、国際的なチャンネルも増える。

1）参加各国 /地域数が増加

・第1回パリITS世界会議では参加国/地域数11、第2回
横浜では 38 であった。近年の参加国 / 地域数を見る
と、ストックホルム64（第16回）、釜山84（第17回）、
オーランド 65（第 18 回）、ウィーン 91（第 19 回）と
なっていて、スタートした当初より格段に参加国／地
域が増えている。

また日本で取り組んでいるITSについて国際的に発信
できる場である。

・参加者においては、産官学のいわゆる VIP レベルの
方々が、欧米やアジア各国/地域から参加され、国際
会議としてもレベルの高い会議となっている。具体的
な例について以下に示す。

展示会一般公開日（ウィーン）

ITS 世界会議参加国／地域数推移
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⑤世界会議に参加した経験
者から参加の体験談を聞
き、自分のイメージを早
めに固めることがポイン
トである。また会議が近
づくと、ITS Japanでは
世界会議の概略解説会を
行う。この情報や HP 情
報を総合的に収集し、世
界会議のイメージを固め
ると参加の参考になる。

　世界会議はこのように広範囲の内容を含むことがわか
る。これらの内容が開催期間の間に運営されるので、初め
て参加する場合はITS世界会議の全貌をつかむのが大変で
ある。しかし、ある程度骨格を知って参加すればITS世界
会議から効率的に最先端のITSの状況をつかむことができ
るので貴重な経験となる。
　参加方法についての定見はないが、参考に下記のような
準備をすると有効にITSの知識を得ることができるのでポ
イントについて紹介する。
①自分の興味のあるITS分野を中心にITS世界会議参加の

目的を明確にする。すなわち自分の発表があるか、ITS
技術情報の収集か、研究事例の収集か、一般的にITS世
界会議を体験し知見を広めるかなど。東京での開催の場
合は、日本からの参加はしやすいので、ぜひこの機会に
参加してITSについて知見を広げることをお勧めする。

－論文発表者の場合：論文発表の時間、部屋、データの受
け渡しに注意、発表者準備室が用意される。発表はモデ
レータの司会で進行する。経歴表の準備やQ&Aに備え
て発表に関する周辺情報を準備しておくとよい。

－論文聴講者の場合：テーマと発表者を絞って聴講。ITS 
Japan発行の日本語版セッション概要が役立つ。

－セッション発表 & 聴講の場合：PL、ES、SIS 等セッ
ションの性格をよく知って聴講するとよい。PL、ESは
大局的な内容がつかめる。SISはさらに個別テーマに焦
点を当てている。

－ITS技術情報収集の場合：展示やテクニカルビジット、
デモ等の実物を経験すると有効である。特にデモは主催
者がテーマ性を持って最新のITSを紹介する。主催者が
企画するテーマをよく理解して参加するとよい。

－研究事例の収集：技術的視点か一般的な動向かを明確に
する。各セッション、論文発表のテーマを理解して出席
セッションの的を絞ること。

－一般的体験の場合：開会式、閉会式、PL、ES、展示
会、デモ、テクニカルビジット等により概略のイメージ
がつかめる。自分の参加時間に応じて参加計画を作る。
ガラディナー等への参加も交流として有効な場である。

②多くのセッションが併行して行われるので、期間中の

7. ITS世界会議参加のポイント

参加計画を作り計画的な参加をすることが重要である。
2012 年ウィーンの ITS 世界会議では、いつも 18 セッ
ションが併行に開催されていた。

③事前に主催者がプログラムを公表するので、これらの内
容から会議についての情報を得る。特にプレリミナリー
プログラムは、ファイナルプログラムの構成に非常に近
いので、この内容から登録内容を含めた自分の参加計画
を作ることが望ましい。

④セッションの内容が英語でプログラムに公表されるが、
すべてを把握するのに時間がかかる。この手助けとし
て、ITS Japan 国際委員会では、毎年セッション内容
を解説した日本語版の「ITS世界会議・セッションの概
要」を発行している。この内容は、世界会議のセッショ
ン参加計画を作成するのに大変役立つので参考にするこ
とをお勧めする。

ITS Japan発行セッションの概要

　ITSは、これまで日米欧の3極連携のもとで研究開発・
実用化普及が進められてきた。ITS世界会議は、3極の産
官学のITS関係者が一堂に集まり、政策や開発、普及等の
幅広い視点で議論と情報交換を通してITSの新たな展開の
方向を探る場である。
　 1994 年に第 1 回パリ会議が開かれて以来、2012 年の
ウィーン会議まで19回の開催を重ね、その重要性はますま
す大きなものになってきている。これまで我が国では、横浜
会議（第2回：1995年）と愛知・名古屋会議（第11回：2004
年）の2回開催されており、この度、20回の節目にあたる
ITS世界会議が、2013年に東京で開催されることになった。
　前回の2004年の愛知・名古屋会議では、それまでの産官
学の専門家会議から市民も対象とした市民参加型会議に参
加者の幅を広げるとともに、ITSの目的を「安全・安心」、

「環境・効率」、「快適・利便」な社会の実現に定め、「飛躍す

1）「ITS世界会議東京2013」の目的

　「ITS 世界会議 愛知・名古屋2004」以降、セカンドス
テージに入った日本の ITS を新たなステージにステップ
アップさせることを目指し、欧米、アジア太平洋（AP）地
域をも視野に入れ、ITS東京世界会議の目的を、
①ITSによる現代の交通社会のイノベーション促進

　ITSの活用分野を、交通問題解決だけでなく社会シス
テム全体の課題解決に拡大することにより、現代の交通
社会にイノベーションを起こし、市民生活に活力を生み
出すとともに我が国及び世界の経済発展に寄与する。

②世界のITSのグローバルな進展促進
　日米欧3極とAP諸国等における発展途上国との相互
の連携を拡大・強化することにより、世界のITSの円滑
な進展に道筋をつけ、ITSのグローバルな進展に寄与す
る。

■名　　称：「第20回ITS世界会議東京2013」
■開催日程：2013年10月14日（月）〜18日（金）　
■開 会 式 ：2013年10月14日（月）東京国際フォーラム

2）開催理念

　上記の目的に沿って、東京の世界会議の開催理念を下記
のように設定した。
理念1：環境・エネルギー・交通問題に対し具体的な解決

策を提示する世界会議
理念2：豊かな市民生活や活発な経済活動が営まれている

未来社会を提示する世界会議（災害対応のITSの
これからについても提示していく）

理念3：ITSのグローバルな進展を促進する世界会議
理念4：ITSメガシティの将来像を提示する世界会議
　このような開催理念を実現するにあたり、市民との交流
が肝要と考え、市民参加イベントを企画し、本会議を市民
参加型会議として進めていく。

1. ITS世界会議の経緯

2. 「ITS世界会議東京2013」の目的と開催理念

3. 開催概要

Ⅰ−②　第20回 ITS世界会議東京2013

る移動−ITS for Livable Society」という開催テーマにより、
ITSを、人と物の移動の高度化を通じた、新たなまちづく
り、交通社会づくりのための手段と位置づけた。
　我が国のITSに関しては、1996年にITS関係省庁から発表
された「ITS推進に関する全体構想」以降、カーナビ、VICS、
ETCやUTMS等、ITSの個別システムが普及するファースト
ステージが進展し、2004年の愛知・名古屋会議を境に、個別
システムの普及が一層拡大し日常生活に欠かせない存在にな
るとともに、それぞれのシステムやサービスが融合・連携す
るセカンドステージに入ったといわれている。
　愛知・名古屋会議から9年後の2013年に開催される東京
会議では、セカンドステージにおいて着実に進展してきた
我が国のITSが、新たなステージにステップアップする姿
を世界に発信することとしたい。その詳細は、次節以降で
紹介する。

■セッション&展示会、閉会式：
2013年10月15日（火）〜18日（金）東京ビッグサイト
一般公開日：2013年10月17日、18日の2日間

以上紹介したように、ITS世界会議は次世代モビリティ
社会について、様々な視点から考える場である。毎年欧
州、米州、アジア太平洋地域の3極持回りで開催されて
いる。2013年では東京で開催され、身近にITS世界会議
が身近に体験できるので、ITSを通じて次世代社会を考
える絶好の機会である。ぜひこの機会を逃さず参加いた
だき今後の社会構築に向けてITSへの理解を深めていた
だくことを期待している。
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